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上

代

日

本

語

に

お

け

る

母

音

脱

落

||音

数

律

と

の

関

連

に

着

目

し

て

||

キ
ー

ワ
ー
ド
・

母
音
脱
落、

音
数
律
の
制
約 、

文
体
的
制
約 、

定
数
句 、

韻
文
用
語

要

旨

上
代
日
本
語
に
お
い
て
は 、

韻
文
に
お
け
る
母
音
脱
落
と 、

散
文
に
お

け
る
母
音
脱
落
と
を
同
一

視
し
て
捉
え
て
は
な
ら
な
い

。

本
稿
で
は 、

韻

文
に
お
け
る
母
音
脱
落
に
つ
い
て
音
数
律
の
函
か
ら
考
察
し 、

次
の
二
点

を
明
ら
か
に
す
る。

①

韻
文
に
見
ら
れ
る
母
音
脱
落
形
に
は 、

従
来
の
よ
う
な
「
連
母
音

の
回
避」

や
「
形
態
素
聞
の
結
合
の
度
合
い
」

と
い
う
観
点
か
ら
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る。

と
り
わ
け
付
属
語
お
よ
び
特

定
の
動
詞
を
含
む
形
式
の
母
音
脱
落
に
は 、

韻
文
と
し
て
の
音
数
制

約
に
左
右
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る。

②

[
1

ア
リ]

型
の
脱
落
形
(
す
な
わ
ち
「
ニ
ア
リ
〉
ナ
リ」

な
ど)

の
場
合 、

宣
命
な
ど
で
非
脱
落
形
の
「一一
ア
リ

」

が
用
い
ら
れ
る
の

と
対
照
的
に、
韻
文
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
脱
落
形
が
現
れ
や
す
い

。

こ
れ
は 、

宣
命
な
ど
の
勅
命
を
伝
え
る
文
体
で
は
そ
の
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
フ
ォ
ー

マ
ル
な
形
式
が
用
い
ら
れ
や
す
く 、

韻
文
で
は
立回
数

制
約
も
あ
っ
て 、

脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方
の
形
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る。

権

景

耳ZA 

問
題
の
所
在

上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
音
脱
落
に
つ
い
て
は 、
こ
れ
ま
で 、
そ
の
理
由
を

注
l

「
連
母
音
の
回
避」
に
求
め
る
の
が一
般
的
で
あ
っ
た 。
そ
れ
は 、
日
本
語
の
母

音
音
節
が
原
則
と
し
て
語
頭
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う 、
上
代
の
語
音

住
2

配
列
則
(
喜o
g
E
2
5)
に
基
づ
い
て
い
る 。
複
合
に
よ
っ
て
母
音
の
連
接
が

生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
は 、
こ
の
よ
う
な
語
音
配
列
上
の
規
則
が
適
用
さ
れ
て 、

脱
落
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
し
か
し 、
母
音
脱
落
は
す
べ
て
の
母
音

連
接
の
際
に
規
則
的
に
発
生
す
る
現
象
で
は
な
い 。

ω
ア
ル
ミ
(
荒
海) 、
ヵ
リ
ホ
(
仮
庵) 、
ヨ
ク
ス
(
横
碓)

凶
カ
ル
ウ
ス
(
唐
碓) 、
フ
セ
イ
ホ
(
伏
庵) 、
ミ
ヅ
ウ
ミ
(
水
海一
湖)

ω
ア
ウ
ラ
(
足
占) 、
ク
レ
ナ
ヰ
イ
ロ
(
紅
色)

ω
の
よ
う
な
脱
落
形
に
対
し
て 、
ω
ω
の
よ
う
な
非
脱
落
形
も
多
く
存
在
し

て
い
る 。
特
に 、
ω
は
母
音
脱
落・
融
合
が
事
実
上
不
可
能
な
も
の 、
他
語
と

の
自
由
な
結
合
を
可
能
に
す
る
た
め
に
脱
落・
融
合
を
発
生
さ
せ
に
く
い
も
の

注
3

で
あ
る 。
当
時
の
日
本
語
に
お
い
て
母
音
連
続
を
避
け
る
と
い
う
傾
向
が
強
か

っ
た
と
し
て
も 、
母
音
脱
落
の
理
由
を
そ
れ
だ
け
に
求
め
る
の
は
不
十
分
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る 。



そ
の
点 、
母
音
脱
落
が
単
な
る
機
械
的
な
「
連
母
音
の
回
避」
で
は
な
く 、

語
音
配
列
則
を
利
用
し
た
「
両
形
態
素
の
意
味
の
融
和
の
指
標」
で
あ
る
と
す

る
小
松
英
雄
ご
九
七
五)
の
見
解
は 、
連
母
音
が
回
避
さ
れ
な
い
場
合
の
積
極

的
な
意
味
を
重
視
し
て
い
る
点
で
既
存
の
見
解
と
は
異
な
る
観
点
に
立
つ 。
し

か
し 、

脱
落
が
す
べ
て
結
合
の
度
合
い
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
わ
け
で

は
な
い 。ω「

1
と
+
思
ふ」あ

u

hu

と

も

ひ

し

a
春
さ
ら
ば
阿
波
武
等
母
比
之
梅
の
花:・
(
万
⑤
八
三
五)

み

む

と

お

も

ひ

し

b
い
つ
し
か
も
見
牟
等
於
毛
比
師
粟
島
を・:
(
万
⑮
三
六
三
二

凶
は
同
じ
語
構
成
を
も
つ
も
の
同
士
で
脱
落
形
と
非
脱
落
形
に
分
か
れ
る
例

で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
例
に
対
す
る
従
来
の
解
釈
は
満
足
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た 。
そ
の
理
由
は 、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
文
体
的
制
約
が
あ
ま

り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る 。
母
音
脱
落
を
知
る
手
が
か

り
と
な
る
資
料
が
韻
文
に
集
中
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
韻
文
の
中
で
脱

落
の
例
と
さ
れ
る
も
の
が
上
代
の一
般
語
に
お
い
て
も
普
通
に
現
れ
る
も
の
で

あ
る
か
の
よ
う
に
誤
認
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
っ
た 。

し
か
し 、
資
料
に
制
約
が
あ
る
以
上 、
母
音
脱
落
は 、
少
な
く
と
も
そ
の一

部
が 、
韻
文
と
い
う
文
体
的
制
約
の
中
で
発
生
し
た
現
象
で
あ
る
可
能
性
も
無

視
す
べ
き
で
は
な
い 。
い
ま
ま
で
脱
落
の
用
例
と
し
て
同一
視
さ
れ
た
も
の
の

中
に
は 、
韻
文
の
中
だ
け
に
存
在
す
る
も
の
と
韻
文
以
外
で
も
存
在
し
得
た
も

の
と
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る 。
さ
ら
に 、
口
頭
語
に
お
い
て
脱
落
形

と
非
脱
落
形
が
共
存
関
係
に
あ
り 、

書
記言
語
と
し
て
定
着
す
る
際 、
文
体
の

違
い
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
語
形
が
異
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る 。

韻
文
と
い
う
文
体
の
面
で
凶
の
例
を
見
直
す
と 、
明
ら
か
に
印
と
は
性
格
を

異
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る 。
す
な
わ
ち 、
「
ア
リ
ソ(
荒
磯)」
「
ア
ル
ミ(
荒

海
こ
は
常
に
脱
落
形
が
用
い
ら
れ
る 。
そ
れ
に
比
べ 、
同
附
の
よ
う
に
助
詞
を

注
4

含
む
形
式
に
お
い
て
の
脱
落
は
流
動
的
で
あ
り 、

脱
落
の
起
こ
っ
た
句
も
起
こ

ら
な
か
っ
た
句
も
定
数
句
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
多
い 。

あ

り

そ

同a
渋
絡
の
崎
の
安
里
蘇
に
寄
す
る
波
い
や
し
く
し
く
に
古
思
ほ
ゆ(
万

⑪
三
九
八
六)

あ

る

み

い
ど

っ
つ

b
大
船
を
安
流
美
に
出
し
い
ま
す
君
慈
む
こ
と
な
く

早
帰
り
ま
せ
(
万

⑮
三
五
八
二)

や
ま
の
へ

ひ
れ

山間
a
山
の
名
と
言
ひ
継
げ
と
か
も
佐
用
比
賓
が
こ
の
野
麻
能
問
に
領
巾
を

振
り
け
む
(
万
⑤
八
七
二)

た
か
ま
と

あ
8

の

の

う

へ

そ

し
か

b
高
閣
の
秋
野
乃
字
倍
の
朝
霧
に
妻
呼
ぶ
壮
鹿
出
で
立
つ
ら
む
か
(
万

⑮
四
三一
九)

母
音
脱
落
を
上
代
日
本
語
に
お
け
る一
般
的
現
象
と
捉
え
る
前
に 、
一
定
の

音
数
律
を
も
っ
定
型
詩
と
い
う
制
約
が 、
こ
れ
ら
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
左
右

し
て
い
る
の
か
十
分
に
見
極
め
て
お
く

必
要
が
あ
る 。
本
稿
で
は 、
文
体
的
側

面
と
韻
律
的
側
面
の
両
国
か
ら
現
象
を
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て 、

こ
れ
ら
の

一
連
の
問
題
を
検
討
す
る 。

な
お 、
韻
文
に
お
け
る
母
音
脱
落
に
つ
い
て
は
字
余
り
と
の
関
係
か
ら
論
じ

た
研
究
が
既
に
存
在
し
て
お
り 、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る 。
毛
利
正
守
氏

の一
連
の
研
究
に
よ
る
と 、
字
余
り
が
発
生
し
や
す
い
の
は
「
万
葉
集』
に
お

け
る
短
歌
の
第一
・

三・
五
句
と
長
歌
の
五
音
句・
結
旬 、
短
歌
の
二・
四
句

と
長
歌
の
七
音
句
の
う
ち
第
五
音
節
目
以
下
に
母
音
音
節
が
来
る
場
合
で 、
字

余
り
は
結
合
度
の
高
い
「
単
語
結
合
体
の
状
態」
で
あ
り 、
そ
れ
の
進
ん
だ
段

注
5

階
が
脱
落
で
あ
る
と
言
う 。
し
か
し 、
母
音
脱
落
の
場
合 、
字
余
り
と
は
違っ

て 、
あ
る一
定
の
句
に
偏っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い 。
ま
た 、
字
余
り
と

脱

溶
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
が 、
そ
れ
は
韻
文
の
中
で
の

2 



関
係
で
あ
り 、
「
ワ
ガ
イ
モ(
吾
が
妹)
〉
ワ
ギ
モ」
「
ア
ガ
オ
モ
ブ(五口
が
思)
〉
注
6

ア
ガ
モ
フ」
の
よ
う
な
脱
落
形
が
散
文
に
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。

本
稿
で
は 、
如
何
な
る
脱
落
形
が
韻
文
的
特
質(
音
数
律
の
制
約)
を
反
映
し
た

も
の
で 、
如
何
な
る
脱
落
形
が
韻
文
以
外
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に 、
以
下
の
よ
う
な
基
準
に
従
い 、
考
察
を
進
め
る
こ
と

に
す
る 。

ま
ず 、
文
献
を
韻
律
性
の
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の(
音
数
律
の
制
約
の

な
い
も
の
を
仮
に
散
文
資
料
と
呼
ぶ)
に
大
別
し
た
上
で 、
脱
落
の
現
れ
方
を
検
討

す
る 。
た
だ
し 、
語
構
成
の
違
い
に
よ
っ
て
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
関
係
も
異
主
7

な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で 、
用
例
は
次
の
三
類
に
分
け
て
考
察
す
る 。

A
類一
語
+
母
音
音
節
で
は
じ
ま
る
語
↓

ア
リ
ソ
(
荒
磯)

B
類一
語
+
付
属
語
+
母
音
音
節
で
は
じ
ま
る
語
↓
ワ
ギ
モ(
吾
妹)

C
類
([
1
ア
リ]
型)

①
語
+
付
属
語
+
ア
リ
(
有・
在)
↓
ナ
リ
(ニ
ア
リ)

時3
0。

②
語
(
形
容
詞
連
用
形)
十
ア
リ
(
有・
在)
↓
カ
リ
(
ク
ア
リ)

脱
落
形
の
分
布
及
び
脱
落
の
様
相

上代日本語における母音脱落

二・
一

散
文
資
料

散
文
資
料
に
は 、
万
葉
仮
名
で
全
文
を
表記
し
た
仮
名
文書
(『
正
倉
院
仮
名
文

書」
の
二
通) 、
助
詞・
助
動
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
に
万
葉
仮
名
を
用
い
た
宣
命

な
ど
が
あ
り 、
韻
律
性
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
は 、
漢
文
体
の
中
で
仮
名
表

記
さ
れ
た
語
句
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
ら
れ
る 。

注
9

資
料
の
面
で
の
量
的・
質
的
制
約
は
あ
る
が 、
固
有
名
詞
を
除
く
と 、
散
文

注
川

内
で
脱
落
形
と
見
な
さ
れ
る
例
は
C
類
に
限
ら
れ 、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
仰
の
よ

注
目

う
に「
ナ
リ(
〈
ニ
ア
リ

こ
で
あ
る 。
「
ザ
リ(
〈
ズ
ア
リ)」
「
カ
リ(
〈
ク
ア
リ

こ

は
上記
の
文
献
に
存
在
せ
ず 、
「
タ
リ(
〈
テ
ア
リ

こ
も
宣
命
に
し
か
現
れ
な
い 。

m
a
南
の
町
奈
流
[
ナ
ル]
奴
を
受
け
よ
と
(
正・
乙
文)

b
復
可
受
賜
物

除同
世
波

[
ナ
リ]
(
宣
二
六
・

孝
謙
太
上)

C
奉

事忽
依
市
顕
久
出

防防
[
タ
ル]

宝
忽

在
縫
之
止
奈
母
(
宣
四
・

元
明)

以
上 、
散
文
の
脱
落
形
に
は
C
類、
特
に
「
ナ
リ」
の
多
い
こ
と
を
指
摘
し

た 。
と
こ
ろ
が 、
こ
れ
に
関
し
て
も

脱
落
形
「
ナ
リ」
と
非
脱
落
形
「ニ
ア
リ」

を
比
べ
る
と 、
散
文
で
は
後
者
の
方
が
相
対
的
に
多
い
点
も
注
目
さ
れ
る 。
ち

な
み
に 、
散
文
に
見
ら
れ
る
非
脱
落
形
の
例
は 、
刷
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。

附
A
類
a
吹
棄
気
噴
之
狭
霧吹棄気噴之
狭霧此云一一

降傾斤陣鷹伊浮岐能佐擬理一

[
吹
キ

棄
ツ
ル
]
(
紀
・
神
代)

b
聞
き
給
へ
に
多
天
万
都
利
阿
久
[
奉
リ
上
グ]
(
正・
甲
文)

《
表
IV

散
文
資
料
に
お
け
る
脱
落
形
と
非
脱
落
形

続 イ反 日 古

/ 
JE3コh 日 名 本書 事記本

紀
E E 

文書
計 紀本

本
文

文

/ 
A 12 7 4 類

6 / 6 。 。 B 非 |
類 脱l

落
53 53 。 。 。 C 育長
+ + 十 十 + 類
10 7 2 。 1 草

(122) (120) (2) 

。 1/ 。 。 。 A 
類

/ 
B 脱

。 。 。 。 類 落背妥
17 15 1 1 。 C 

類

t

二
対
応
す
る
脱
落
形
の
な
い
例
+
対
応
す
る
脱
落
形
の
あ
る
例(
ハ

ア
リ
+
ニ

ア
リ
(
V

ナ
リ)
)
。
《
表
H
V
も
同
様。

な
お、

括
弧
内
の
数
字
は
「
ア
リ
」

を
訓
字
表
記
し
た
例。

非
二
)
宣
命
に
つ
い
て
は
C
類
を
除
い
て
確
例
が
求
め
ら
れ
な
い
。

3 



B
類a
久
呂
都
加
乃
伊
禰
[
黒
塚
ノ
稲〕
は
運
び
て
き
(
正・
申
文)

b
己
止
波
字
気
[
事ハ
受
ケ]
つ
る
(
正・
乙
文)

C
類a
女波
伊
婆礼奴
物忽
阿
礼夜
[一一
ア
レ]
(
宣
二一
了
聖
武)

b
伊
多
玖
佐
夜
警
帝
阿
理[
テ
ア
リ]
那
理
此十一
字以LH(
記・
神
武)

ll寸ーー

あり
注
ロ

d
伊
多
久
佐
夜
警
豆此七字以ν背
有
那
理
此二
字以込目
(
記・
神
代)

c
山
田
は
多
万
波
須
阿
良
[
ズ
ア
ラ]
牟
(
正・
甲
文)

d
前毛延
始天
好
阿陥良牟止
[
ク
ア
ル]
念仁
(
宣
四
六・
称
徳)

結
局 、
散
文
資
料
に
お
け
る
脱
落
の
状
況
は
《
表
i》
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
(
以
下 、
延べ
数
で一不
す) 。

二・
二

韻
文
資
料

散
文
資
料
に
比
べ
る
と 、
韻
文
資
料
は
量
的
に
膨
大
で
あ
り 、
当
然 、
脱
落

形
も
多
く
現
れ
る 。
散
文
に
現
れ
る
母
音
脱
落
の
例
は
C
類
だ
け
で
あ
っ
た
が 、

韻
文
で
は
附
の
よ
う
に
語
構
成
の
違
い
に
関
係
な
く
母
音
脱
落
が
起
こ
っ
て
い

る(
用
例
数
は《
表
HV
を
参
照) 。
さ
ら
に 、
C
類
の
場
合
で
も 、
散
文
に
は「(
ズ

ア
リ
〉)
ザ
リ」
「(
ク
ア
リV)
カ
リ」
の
例
が
見
え
な
い
の
に
対
し
て 、
韻
文

で
は
附
C
類
の
よ
う
に
「
ザ
リ」
「
カ
リ」
も
見
ら
れ
る 。

あ
り
そ

削
A
類
a

乎
敷
の
浦
の
安
利
蘇[
荒
磯]
の
め
ぐ
り・:(
万
⑬四
O
四
九)

b-:
花
は
移
ろ
ふ
等
伎
波
[
常
磐]
な
る・・
(
万
⑫
四
五
O
二

B
類a
伊
母
我
陛
[
妹
ガ
家]
に
雪
か
も
降
る
と・:
(
万
⑤八
四
凶)

を

の
へ

b
見
渡
せ
ば
向
つ
乎
能
倍
[
峰ノ
上]
の
(
万
⑫
四コ一
九
七)

タ
ら

C
類a

家
那
良
ば
形
は
あ
ら
む
を
う
ら
め
し
き:・(
万
長
⑤七
九
四)

た
る

あれ

b・:
贈
り
多
流
衣
の
紐
を五口
解
か
め
や
も
(
万
⑮三
五
八
五)

ぎ
れ

c
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
逢
は
射
礼
ど:E
(
万
⑮三
七
七
五)

d
我
妹
子
が
形
見
の
衣
な
可
理
せ
ば・:
(
万
⑮二一
七
三
三)

《
表
H》
上
代
歌
語
お
よ
び
万
葉
集
収
録
歌
に
お
け
る
脱
落
形
と

非
脱
落
形

4 

風 {弗 万 万 記紀

/ 
ぷE 』コ 土 足 葉 葉

言己 石 集 集 歌
計 歌 歌 短 長 謡

謡 歌 歌

297 2 15 144 67 69 A 
類
B 非565 7 1 4  362 74 108 類 脱

落
105 。 5 56 34 10 形
+ + 十 + + 十

C 
76 l l 43 19 12 類

166 I 2 98 33 32 A 
類

161 2 。 111 17 31 B 脱落類 形
127 。 4 90 19 14 C 

類

岸)
字
音
仮
名
表
記
の
歌
(
巻
五、

十
四、

十
五、

十
七、

十
八、

十
九、

二
十)

し
か
し 、
脱
落
の
様
相
を
見
る
と 、
A
類
と
B
類
C
類
で
は
明
ら
か
に
脱
落

形
と
非
脱
落
形
の
現
れ
方
に
違
い
が
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
A
類
で
は 、
脱
落
形

か
非
脱
落
形
か
に一
定
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
て 、
B
類
C
類
は
脱

落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方
が
現
れ
る
傾
向
が
あ
る 。
例
え
ば 、
同
A
類
の
「
荒

磯」
「
常
磐」
は
もっ
ぱ
ら「
ア
リ
ソ」
「
ト
キハ」
が
用
い
ら
れ 、
「
ア
ラ
イ
ソ」

「
ト
コ
イハ」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い 。
し
か
し 、
B
類
C
類
の
場
合

は
帥
の
よ
う
に
非
脱
落
形
が
多
く
存
在
し
て
お
り 、
用
い
ら
れ
た
回
数
の
上
で

も
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
ど
ち
ら
が
多
い
と
は
言
い
難
い 。

岬
B
類a
伊
毛
我
伊
微
に
伊
久
里
の
森
の
藤
の
花:・
(
万
⑪三
九
五
二)

や
つ
を
の

う
へ

つ
が

b
あ
し
ひ
き
の
八
峯
能
字
倍
の
穆
の
木
の・:(
万
長
⑮
四二
六
六)

に
あ
ら

C
類a・:
家
伝
阿
良
ば
母
と
り
見
ま
し
(
万
長
⑤八
八
六)



上代日本語における母音脱落

て

め
ら

b
わ
が
背
子
が
屋
戸
の
山
吹
咲
き
豆
安
良
ば:・(
万
⑫
四
三
O三)

た
ぎ

ず

あ

ら

C
磯
の
間
ゆ
激
つ
山
川
絶
え
受
安
良
ば:・
(
万
⑬三
六一
九)

〈

あ

れ

ひ
と

ひ

ひ
と

よ

d
遠
久
安
礼
ば一
日一
夜
も
思
は
ず
で・:
(
万
⑬三
七
三
六)

た
だ
し 、
「
オ
モ
フ
(
思)」
「
イ
ヅ(
出
こ
な
ど 、
母
音
音
節
に
始
ま
る
特
定

注
門川

注
M

の
動
調
に
は
A
類
B
類
を
問
わ
ず 、
脱
落
を
生
じ
て
い
る
も
の
が
あ
り 、
し
か

も 、
そ
の
場
合
は
語
頭
の
母
音
音
節
が
脱
落
す
る 。
こ
れ
ら
の
動
調
に
つ
い
て

は 、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
点
が
注
目
さ
れ
る 。

A
類
の
場
合 、
脱
落
形
か
非
脱
落
形
の
ど
ち
ら
か
に一
定
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
動
詞
を
含
む
形
式
で
は 、
ω
の
よ

う
に
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方
が
存
在
す
る 。

お
も

う
る
は
し
み
も
ふ

ω
a
「
愛
し
み
思
ふ」
子
藍
波
齢
粥
茂
布
(
紀
三
八)

う
る
は
し
み
お
も
ふ

↑↓

字
流
波
志
美
意
母
布
(
記四
六)

b
「
成
り
出
づ」
奈
利
提
し
人
か
(
万
長
⑤八
O
O)

り
い

で

↑↓

人
と
奈
理
伊
豆
て
(
万
長
⑤
九
O
四)

B
類
に
つ
い
て
は 、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る 。

①
一
般
に
B
類
で
は 、
格
助
詞
を
含
む
形
式
に
は
「
ワ
ガ
イへ
(五口
が
家)

〉
ワ
ガ
へ
・
ワ
ギ
へ」
の
よ
う
に
脱
落
が
起
こ
る
が 、
係
助
詞
な
ど
を
含

む
形
式
の
場
合
は 、
仰
の
よ
う
に
脱
落
が
起
こ
ら
な
い 。

そ
釘
き

問a
「
1
そ・
置
く」
露
曾
於
伎
に
け
る
(
万
⑮三
六
四
九)

u
う
ゑ

b
「
1
は・
植
う」
困
者
字
恵
ま
さ
ず
(
万
⑮三
七
四
六)

②
し
か
し 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
母
音
音
節
に
始
ま
る
特
定
の
動
調
は
こ
の

点
に
つ
い
て
も
や
は
り
例
外
で
あ
り 、
ω
の
よ
う
に
係
助
調
や
副
助
詞
に

注
目

後
接
す
る
際
も
脱
落
が
起
こ
る 。

お
も

し
ぞ
も
ふ

帥
a
「
1(
し)
そ
(
ぞ)・
思
ふ」
都
之
叙
毛
布
(
万
⑤八
四
三)

し
そ
お
も
ふ

家
を
之
曾
於
毛
布
(
万
⑫三
八
九
四)

b
「
1
し・
思
ふ」
並
に
之
母
波
ば
(
万
⑤八
五
八)

し
お
も
U

↑↓
わ
れ
を
事
於
毛
波
ば(
万
⑬
四
O
五
五)

以
上 、
韻
文
資
料
に
お
け
る
脱
落
形
の
分
布
お
よ
び
脱
落
の
様
相
に
つ
い
て

見
た 。
こ
の
う
ち 、
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方
が
存
在
す
る
場
合(
B
類
C
類 、

お
よ
び「
オ
モ
フ」
な
ど
を
含
む
形
式)
の
脱
落
形
に
つ
い
て
は 、
第一
節
で
指
摘

し
た
よ
う
に 、
「
連
母
音
の
回
避」
や
「
融
合
の
度
合
い」
と
い
う
観
点
か
ら
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い 。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は 、
韻
文
資
料
に
お
け
る
脱
落

形
に
次
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
関
連
づ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る 。

一
つ
は 、
脱
落
形
を
含
む
句
の
ほ
と
ん
ど
が
定
数
句
を
な
し
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る 。
例
え
ば 、
『
万
葉
集』
の
収
録
歌
を 、
母
音
脱
落
を
含
む「
脱
落
形

句」
と 、
含
ま
な
い
「
非
脱
落
形
匂」
に
分
け 、
さ
ら
に
定
数
句
を
な
し
て
い

る
か
否
か
を
見
る
と 、
《
表
mv
の
よ
う
に
な
る 。

《
表
皿V
「
万
葉
集」
収
録
歌
の
分
布

万 万

/ 短
葉
集

葉
集
長

歌 歌

243 1 18 
定
数勾 非

脱
非
定
数
句

落
362 76 

形
句

定
数
句

294 68 
脱
落

非
定
数
句

形
5 l 句

こ
れ
に
よ
る
と 、
脱
落
形
句
の
う
ち
定
数
を
な
し
て
い
な
い
の
は
長
歌一
首 、

短
歌
五
首
に
限
ら
れ
る 。
一
方 、
非
脱
落
形
句
の
う
ち 、
非
定
数
句
に
属
す
る

も
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
定
数
を
超
え
る
句
で
あ
る 。
こ
れ
ら
が
何
を
意
味
す

る
の
か
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る 。

も
う一
つ
は 、
「
句」
と
い
う
境
界
を
越
え
て
脱
落
を
生
じ
た
例
が
存
在
し
な

い
と
い
う
点
で
あ
る 。

5 



も
に

あ
U
ず

あ
ら

ば
す
べ

&
み

ωa
伊
毛
什小
安
波
受
/
安
良
婆
須
倣
奈
美[
妹二
逢ハ
ズ
ア
ラパ
為
方
無
ミ]

叶吋叫hIllib--Il
lit--Il
li---

石
根
踏
む
生
駒
の
山
を
越
え
て
そ
吾
が
来
る
(
万
⑮三
五
九
O)

た
玄
〈
し
げ
い
つ

し
か
あ
付

む

ふ

ぜ
の

う
み
の

b
玉
匝
伊
都
之
可
安
気
牟
/
布
勢
能
宇
美
能[
イ
ツ
シ
カ
明
ケ
ム
布
勢ノ

ーIllib--lili-
-叫オIlli-
-

海
ノ]
浦
を
行
き
つ
つ
玉
藻
拾
は
む
(
万
⑬
四
O
三
八)

例
え
ば 、
Ma
の
よ
う
に
第一
句
と
第
二
句
と
の
聞
に
母
音
連
接
が
生
じ
た

場
合 、
た
と
え 、
「
ズ
+
ア
リ」
が
脱
落
し
や
す
い
形
式
で 、
第一
句
の
「
妹
に

逢
は
ず」
が
六立日
句
で
あ
っ
て
も 、
第一
句
の
末
尾
音
節
の
母
音
と
第
二
句
の

語
頭
母
音
音
節
と
の
聞
に
脱
落
が
起
こ
る
こ
と
は
な
い 。
ま
た 、
M
b
の
第
三

句「
フ
セ
ノ
ウ
ミ
ノ」
が
非
定
数(
六
音)
句
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て 、
定
数(
七

音)
句
で
あ
る
第
二
句
「
イ
ツ
シ
カ
ア
ケ
ム」
が
「
イ
ツ
シ
カ
ケ
ム」
に
な
っ
て

歌
全
体
の
音
節
数
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
な
い 。

こ
れ
ら
の
事
実
は 、
定
数
を
要
求
す
る
韻
文
に
お
い
て 、
母
音
脱
落
現
象
を

「
句」
と
い
う
単
位
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず 、
音
数
律
と
の
関

係
か
ら
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る 。
以
下
で
は 、
母
音
脱
落
が

ど
の
よ
う
に
音
数
律
の
調
整
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る 。

立回
数
の
制
約

||
韻
律
的
側
面
か
ら
の
考
察

三・
一

脱
落
形
句

ま
ず 、
韻
文
資
料
に
見
ら
れ
る
脱
落
形
句
の
総
数
を
示
す
(《
表
WV) 。

《
表
WV
を
見
る
と 、
脱
落
形
句
は 、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
仰
の
よ
う
な
定
数
句

で
あ
り 、
仰
の
よ
う
な
定
数
を
満
た
さ
な
い
句(
以
下 、
「
定
数
未
満
句」
と
呼
ぶ) 、

お
よ
び
仰
の
よ
う
な
定
数
を
越
え
る
句
(
以
下 、
「
定
数
超
過
句」
と
呼
ぶ)
は
稀

で
あ
る 、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る 。

山間a
伊
母
我
陛
迩
[
妹
ガ
家ニ]
雪
か
も
降
る
と・:
(
万
⑤
八
四
四)

へ

令
ら
ぱ

b:
伊
弊
那
良
婆
[
家
ナ
ラ
パ]
形
は
あ
ら
む
を・:
(
万
長
⑤
七
九
四)

《
表
WV
韻
文
資
料
に
見
ら
れ
る
脱
落
形
句

6 

風 {弗 万 万 記

/ 
土 足 葉

集
短 長

葉
集
紀言己 石 歌

歌 歌 謡
謡 歌 歌

3 6 294 68 63 
定
数
句

。 。 。 。 9 

定
数
未郎t

落
句
満非 形

句
数
定
句

超
定
数

。 。 5 1 5 
過
句

ゐ
が

も
ふ
い

も

同
a:・
真
玉
な
す
阿
賀
母
布
伊
毛
[五日
ガ
思
フ
妹]
鏡
な
す:・
(
記九
O)

た

ま
で
の
へ

の

b・:
出
で
ま
し
の
悔い
は
あ
ら
じ
ぞ
出
で
ま
せ
子
多
麻
提
能
斡
能
[
玉

手ノ
家ノ]
八
重
子
の
万
自
(
紀一一一
四)

き
ず

か
ら
し
ほ

そ
そ
〈
色
ふ
が
ご
と
〈

ma---
痛
き
箔
に
は
厳
塩
を
漉
知
布
何
其
等
久
[
濯
ク
チ
フ
ガ
如
ク]
ま
す

ま
す
も:・
(
万
⑤
八
九
七)

う
へ

に

で
て

伝
げ

〈

b・:
細
紋
の
御
帯
の
結
び
垂
れ
誰
や
し
人
も
好
陪
傭
泥
堤
那
鎧
矩
[
上

ニ
出
テ
嘆
ク]
(
紀
九
七)

ま
た 、
同
仰
の
よ
う
な
非
定
数
句
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
点
は 、
定
数
未
満

注
附

句
は
記
紀
歌
謡
の
「
長
い
歌」
に
限
ら
れ 、
短
歌
形
式
の
歌
や
「
万
葉
集』
の

注
げ

「
長
歌」
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
一
方 、
定
数
超
過
句
の
場
合

は
『
万
葉
集』
の
短
歌
に
も
現
れ
る 。
し
か
し 、
記
紀
歌
謡
の
「
長
い
歌」
お

よ
び
『
万
葉
集』
の
「
長
歌」
に
見
ら
れ
る
定
数
超
過
句
の
例
は
皆 、
仰
の
よ

う
に 、
句
頭
以
外
に
母
音
音
節
を
含
ん
で
お
ら
ず 、
そ
れ
以
上
脱
落
の
起
こ
り

得
な
い
状
況
に
あ
る 。
そ
れ
に
対
し
て 、
『
万
葉
集』
の
「
短
歌」
の
場
合
は 、



定
数
超
過
句
五
例
の
う
ち
四
例
が 、
仰
の
よ
う
に
脱
落
の
起
こ
り
得
る
条
件
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
脱
落
が
起
こ
っ
て
い
な
い 。

ろ
に
で

ず

MW
a
い
か
に
し
て
恋
ひ
ば
か
妹
に
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
伊
呂
忽
但
受

卑"
Pり
h

安
良
牟
[
色一ニ一
出
ズ
ア
ラ
ム]
(
万
⑪一==ニ
七
六 、
或
本
歌)

ゆ
き

る
し
か

b
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
大
路
は
行
き
よ
け
ど
こ
の
山
道
は
由
伎
安
之
可

皇
家
利
[
行
キ
悪
シ
カ
リ
ケ
リ]
(
万
⑬三
七二
八)

あ

も

ぬ叩
き
る
し

c
う
る
は
し
と五口
が
思
ふ
妹
を
思
ひ
つ
つ
行
け
ば
か
も
と
な
由
伎
安
思

か

る

ら

む

可
流
良
武
[
行
キ
悪
シ
カ
ル
ラ
ム]
(
万
⑬三
七二
九)

外剖削州叫li

ζ
の

あ
が

ま
の

注
目

あ
が
き

d
鵜
坂
川
渡
る
瀬
多
み
許
乃
安
我
馬
乃[コ
ノ五口ガ
馬ノ]
足
掻
の
水
に

主
ぬ衣

濡
れ
に
け
り
(
万
⑪
四
O二
二)

仰
に
脱
落
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
は 、
句
中
に「
イ
ロ
ニ
ヅ(
色
に
出)」
「
カ

リ(〈
ク
ア
リ)」
「
ア
ガ
マ
(
吾
が
馬
こ
の
よ
う
な
脱
落
形
を
含
ん
で
い
る
こ
と

と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
韻
文
に
お
い
て
音
数
の
制
限
を
守
る
と
い
う
動

き
が
あ
る
と
し
て
も 、
脱
落
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
音
数
の
制
限
を
守
る
よ
り

は 、
意
味
の
伝
達
を
優
先
し
た
た
め
に 、
脱
落
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る 。

上代日本語におりる母音脱落

こ
の
よ
う
に 、
上
代
の
韻
文
で
は
脱
落
形
を
含
む
形
式
に
お
い
て 、
脱
落
に

よ
っ
て
定
数
未
満
句
に
な
る
こ
と
は
極
力
避
げ
ら
れ
た
こ
と 、
特
に 、
音
数
律

の
制
約
の
厳
格
な
短
歌
形
式
の
歌
ほ
ど 、
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た 。
し
か
し 、
脱
落
形
か
ら
だ
け
で
は 、
母
音
脱
落
が
音
数
制
約
に
左
右

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い 。
以
下
で
は 、
非
脱
落
形
句
を
脱
落
形
句

と
対
比
し
な
が
ら 、
脱
落
の
起
こ
り
得
る
条
件
を
考
え
て
行
き
た
い 。

三・
二

音
数
律
の
調
整

前
節
で
は 、
脱
落
形
句
の
ほ
と
ん
ど
が
定
数
句
に
な
る
と
い
う
傾
向
に
つ
い

て
指
摘
し
た 。
そ
れ
で
は 、
非
脱
落
形
句
の
場
合
は 、
ど
う
で
あ
ろ
う
か 。
記

紀
歌
謡
の
「
長
い
歌」
を
除
く
と 、
非
脱
落
形
句
は
仰
の
よ
う
な
定
数
超
過
句

と 、
酬
の
よ
う
な
定
数
句
と
に
分
け
ら
れ
る 。

側a
伊
毛
我
伊
倣
忽[
妹ガ
家
こ
伊
久
里
の
森
の
藤
の
花
今
来
む
春
も
常

如
此
し
見
む
(
万
⑪三
九
五
二)

い
へ

に

あ

ら

ば

b:・
国
に
在
ら
ば
父
と
り
見
ま
し
家
忽
阿
良
婆[
家ニ
在ラパ]
母
と
り

見
ま
し:・
(
万
長
⑤八
八
六)

き
み
が
あ
た
り
e

側a
月
見
れ
ば
同
じ
固
な
り
山こ
そ
ば
伎
美
我
安
多
里
乎
[
君
ガ
辺
リ
ヲ]

隔
て
た
り
け
れ
(
万
⑬四
O
七
三)

い

か

に

あ

る

b
伊
可
忽
安
流[
如
何ニ
ア
ル]
布
勢
の
浦
そ
も
こ
こ
だ
く
に
君
が
見
せ

む
と
わ
れ
を
留
む
る
(
万
⑬
凹
O三
六)

さ
て 、
闘
は
仰
の
よ
う
な
脱
落
形
定
数
句
と
対
を
な
し
て
お
り 、
仰
の
脱
落

す
る
以
前
の
形
は
仰
の
定
数
超
過
句
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る 。
そ

の
た
め 、
し
ば
し
ば
両
者
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た 。
毛
利
正
守
二

九
九
三)
で
は 、
『
万
葉
集』
に
お
け
る
脱
落
形
定
数
句、
非
脱
落
形
定
数
超
過

句(
字
余
り
句) 、
お
よ
び
側
の
よ
う
な
非
脱
落
形
定
数
句(
非
字
余
り
句)
の
三

者
の
関
係
に
つ
い
て 、
「
母
音
を
含
み
母
音
連
接
が
起
こ
る
時
に 、
字
余
り(
及

び
縮
約一
脱
落)
を
生
じ
る
の
は
両
母
音
聞
に
音
の
と
ぎ
れ
が
な
い
時
で
あ
り 、

非
字
余
り
は
音
の
と
ぎ
れ
が
あ
る
時」
だ
と
言
う 。
す
な
わ
ち 、
子
音
を
C、

母
音
を
V
と
す
る
と 、
:-n〈
h〈"
+
〈ωの〈ゐ
の
音
節
構
造
の
中
で 、

-
非
字
余
り
句二
%
と
丸
の
聞
に
音
の
と
ぎ
れ
が
あ
り 、
単
語
連
続
の
状
態 。

丸と
丸
は
二
文
字
二
音
節
で
あっ
た

-
字
余
り
句
一
丸 一
以

%
の
聞
に
音
の
と
ぎ
れ
が
な
く 、
単一諮
結
合
体 。
引は

二
文
字一
(
音
韻
的)
音
節
で
あっ
た

C

-
脱
落
形
句二
%
と
丸
の
聞
に立回
の
と
ぎ
れ
が
な
く 、
字
余
り
の
更
に
進
ん

7 



だ
段
階
で
起
こ
品 。
音
声
上
で
は
違っ
た
と
し
て
も 、
音

韻
上
で
は
印
H
m
で
あ
っ
た
(
仇一
脱
溶
に
よ
る
新
た
な
音

節)

t

と
み
な
し
て
お
り 、
単
語
連
続
の
状
態
に
あ
る
非
字
余
り
句
か
ら
脱
落
を
起
こ

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
指
摘
し
て
い
る 。
し
か
し 、
非
字
余
り・
字
余
り
に

お
け
る
「
音
の
と
ぎ
れ」
の
有
無
は
両
句
が
共
に
定
数
句
で
あ
る
こ
と
を
説
明

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
結
果
論
的
な
解
釈
で
あ
る 。
毛
利
氏
が
字
余
り
の
起

こ
り
難
い
と
分
類
し
て
い
る
匂
(
短
歌
の
第二・
四
句
で 、
第
五
音
節
以
前
に
母
音

音
節
が
位
置
す
る
場
合)
の
中
に
も
脱
落
が
生
じ
る
ケ
1
ス(*
ア
ラ
イ
ソ{
荒
磯]

ゐ
り
そ
の
&
み
も

や
ど
た切
る
U
ぎ
の

の
波
も
↓
安
里
蘇
乃
奈
美
母(
万
⑫
三
九
五
九) 、
宿ニ
ア
ル
萩
の
↓
夜
度
奈
流
波
疑
乃

(
万
⑫
四
四
四
四)
な
ど)
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と 、
字
余
り
を
な
す
か
否
か
と

い
う
点
を
も
っ
て
直
ち
に
単
語
間
の
結
合
の
度
合
い
を
測
る
基
準
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る 。
毛
利
氏
に
と
っ
て
例
外
と
な
る
右
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
は
氏
自
身
二
九
八
八)
に
も
指
摘
が
あ
る
が 、
「
結
合
度
が
格

別
に
高
か
っ
た
た
め」
脱
落
が
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て
い
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る 。
さ
ら
に 、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に 、
韻
文
に
お
け
る
脱
落
形
の

中
に
は
「
1ニ
・
イ
フ
(
言)
〉
ニ
フ」
「
1ハ
・
オ
モ
フ
(
思)
〉
ハ
モ
フ」

の
よ
う
な 、
決
し
て
結
合
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
形
態
素
間
で
脱
落
が
起
こ

っ
て
い
る
例
も
あ
る 。
ま
た 、
仰
の
よ
う
に 、
同
じ
語
構
成
か
ら
な
る
句
に
お

い
て
は 、
両
者
の
違
い
を
結
合
度
の
高
低
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

色町
u

hu
と

も
ひ
し

仰a
春
さ
ら
ば
阿
波
武
等
母
比
之
梅
の
花:・
(
万
⑤
八
三
五)

め
U

じ
と
お
も
ふ

b
粟
島
の
安
波
自
等
於
毛
布
妹
に
あ
れ
や
(
万
⑬三
六
三
三)

み

hU

と
必

du
ひ
し

C
い
つ
し
か
も
見
牟
等
於
毛
比
師
粟
島
を:・
(
万
⑬三
六
三
二

『
万
葉
集」
に
見
ら
れ
る
脱
落
形
を
含
む
句
三
六
八
例
の
う
ち 、
三
六
二
例(
九

八
%)
が
定
数
句
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
見
て 、
音
数
律
の
調
整
と
い
う
角
度

か
ら
母
音
脱
落
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る 。
音
数
の
制
約
が
働
く
場
合 、
定
数

を
超
え
る
句
を
可
能
な
限
り
定
数
句
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
の
動
き

で
あ
ろ
う 。
そ
の
反
面 、
脱
落
す
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
も 、
定
数

を
な
し
て
い
る
句
を 、
わ
ざ
わ
ざ
脱
落
さ
せ
て
定
数
に
満
た
な
い
句
に
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
ず 、
事
実 、
そ
の
よ
う
な
例
は
認
め
ら
れ
な
い 。
定
数
を
な
す

非
脱
落
形
句
に
お
い
て
脱
落
が
起
き
な
い
の
は 、
結
合
度
と
は
関
係
な
く 、
そ

の
ま
ま
の
形
で
定
数
を
充
足
さ
せ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ

る 。
さ
ら
に 、
下
記
の
例
か
ら
も 、
立回
数
の
制
約
に
よ
っ
て
脱
落
形
と
非
脱
落

形
の
ど
ち
ら
か
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る 。

ま
ず 、
B
類
C
類
の
場
合 、
間
1
闘
は
脱
落
形
が
五
音
句
に 、
非
脱
溶
形
が

七立臼
句
に
存
在
し 、
い
ず
れ
も
定
数
を
な
し
て
い
る 。
逆
に 、
仰
で
は
非
脱
落

形
が
五
音
句
に 、
脱
落
形
が
七
音
句
に
存
在
し
て
い
る 。

め
中
み
の
み

問a
阿
布
瀬
能
漏
[
淡
海ノ
海]
瀬
田
の
渡
り
に
潜
く
鳥:
(
紀三
O)

に
ほ
ど
り

あ
ふ
み
の

う
み
に

b:・
鳩
鳥
の
阿
布
美
能
宇
美
遜
潜
き
せ
な
わ
(
記三
八)

あ
ふ
色

う
ゑ
た
ら

ぱ

仰a
珠
に
貫
く
棟
を
家
に
字
恵
多
良
婆[
植ヱ
タ
ラパ]・:(
万
長
⑫三
九一

O)

 

わ
た
し
て
あ
ら
ば

へ

b:・
橋
だ
に
も
和
多
之
呈

安
良
波[
渡
シ
テ
ア
ラパ]
そ
の
上
ゆ
も・
:(
万

長
⑬
四
一
一一
五)

か
に

あ
る

凶a
伊
可
忽
安
流
布
勢
の
浦
そ
も
こ
こ
だ
く
に
君
が
見
せ
む
と
わ
れ
を
留

む
る
(
万
⑬四
O
三
六)

か
伝
る
せ
たゆ
か

b
赤
駒
を
打
ち
て
さ
緒
引
き
心
引
き
伊
可
奈
流
勢
奈
可[
如
何
ナ
ル
背ナ

カ]
五回
が
り
来
む
と
い
ふ
(
万
⑬三
五
三
六)

次
に 、
「
オ
モ
フ(
思)」
な
ど 、
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式
に
つ
い
て
も 、
B

類
C
類
と
同
様 、
脱
落
に
よ
っ
て
音
数
を
調
整
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る 。

間a-:
日
の
長
け
む
そ
則
許
母
倍
婆[
ソコ
思へ
パ]
心
し
痛
し
・
(
万
長

8 



⑫
四
O
O
六)

'今
釦a

aU
刊ν
マ、

b:・
清
き
そ
の
名
そ
お
ぽ
ろ
か
に
己
許
目
於
母
比
亘[
心
思ヒ
テ]
虚
言

お
や

も
祖
の
名
断
つ
な・
(
万
長
⑫
四
四
六
五)

あ
る
き

か

こ

こ

ろ

は

も
へ

ど

側
a
百
づ
島
足
柄
小
舟
歩
行
多
み
目
こ
そ
離
る
ら
め
己
許
呂
波
毛
倍
符

[
心ハ
思へ
ド]
(
万
⑬三
三
六
七)

ま
か
杉
し
u

b
れ

U
釦ぬ

も
へ

ど

b
大
船
に
真
栂
繁
貫
き
時
待
つ
と
和
礼
波
於
毛
倍
杯[五ロハ
思へ
ド]
月

そ
経
に
け
る
(
万
⑮三
六
七
九)

ず

か
へ

か
ほ

れ惨
さ

き
い

で

そ

ね

ma
美
夜
自
呂
の
砂
丘
辺
に
立
て
る
貌
が
花
莫
佐士口
伊
但
曾
祢
[
ナ
咲
出

デ
ソ
ネ]
隠
め
て
偲
は
む
(
万
⑬三
五
七
五)

さ

き

で
こ

ず

け

む

b
時
時
の
花
は
咲
け
ど
も
何
す
れ
そ
母
と
ふ
花
の
佐
吉
泥
己
受
郡
牟

[
咲
出
来
ズ
ケ
ム]
(
万
⑫
四
三
二
三)

《
表
VV
に 、
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方
の
形
が
存
在
す
る 、
B
類
C
類
お

よ
び
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式
に
つ
い
て 、
定
数
句
と
の
関
係
を
提
示
す
る 。

《
表
VV
B
類
C
類
お
よ
び
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式

上代日本語における母音脱落

風 {弗 万 万 記紀

/ 
土 足 葉 葉
記 石 集 集 歌
歌 歌 短 長 謡
謡 歌 歌

定
5 6 181 76 71 

句
数

非
脱

。 。 。 。 。 未 非
定
数句
落

満 青3
句

3 14 294 53 59 超
過
定

2 4 228 47 48 数
句 脱

落
歪例 非

定
。 。 。 。 5 形

句
。 。 5 l 4 超 数

句過

t)
非
定
数
句
l
未
満

定
数
未
満
旬 、

超
過
・

定
数
超
過
匂

こ
れ
に
よ
る
と 、
脱
落
に
よ
っ
て
多
く
の
句
が
定
数
句
に
な
っ
て
お
り 、
全

体
と
し
て 、
非
定
数
句
(
主
に
定
数
超
過
句)
の
用
例
数
に
比
べ 、
定
数
句
の
方

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る 。

以
上
の
考
察
か
ら 、
B
類
C
類
お
よ
び
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式
に
お
い
て 、

脱
落
す
る
か
否
か
は立回
数
制
約
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い 、
と
い
う
こ
と
が

一
層
明
ら
か
に
な
っ
た 。

し
か
し 、
脱
落
に
よ
っ
て
定
数
句
に
な
る
例
が
多
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
反

面 、
一
方
で
は
非
脱
落
形
定
数
超
過
句
も
多
く
存
在
し
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、

脱
落
に
よ
る
音
数
律
の
調
整
は 、
あ
る
条
件
が
そ
ろ
え
ば
統一
的
に一
斉
に
起

こ
る
現
象
と
は
言
え
ず 、
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る 。
非
脱
落

形
定
数
超
過
句
が
韻
文
に
お
い
て
許
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は 、
更
な
る
吟
味

が
必
要
で
あ
る
が 、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
た
だ 、

本
考
察
に
よ
り 、
上
代
に
お
い
て
二
形
態
素
間
の
「
融
合
の
指
標」
で
あ
っ
た

母
音
脱
落
が 、
韻
文
に
お
け
る
音
数
律
の
調
整
に
適
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る 。

四

音
数
律
の
調
整
を
可
能
に
す
る
条
件

そ
れ
で
は 、
B
類
C
類
や 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
特
定
の
動
調
を
含
む
形
式
に
お

い
て 、
脱
落
に
よ
る
音
数
律
の
調
整
が
可
能
だ
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か 。
以
下
で
は 、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る 。

四・
一

韻
文
用
語
と
し
て
の
脱
落
形

韻
文
に
は 、
「
カ
ヘ
ル
(
蛙
ご
に
対
す
る
「
カ
ハ
ヅ」
の
よ
う
に 、
口
頭
語

注
円

に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い 、「
歌
語」
と
い
う
も
の
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る 。

歌
語
に
関
し
て
は 、
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が 、
い
ず
れ
も
語
象
的
な
面
で

の
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
い
る 。
母
音
脱
落
形
に
つ
い
て
も 、
い
ま
ま
で
歌
語
と
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い
う
面
か
ら
考
察
さ
れ
た
こ
と
は
な
い 。
そ
れ
は 、
脱
落
形
の
み
な
ら
ず
非
脱

落
形
を
も
韻
文
に
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。
し
か
し 、
こ
れ
ま
で

の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
動
調
を
含
む
形
式
お

よ
び
B
類
の
脱
落
形
は 、
韻
文
に
し
か
存
在
せ
ず 、
脱
落
す
る
か
否
か
は
音
数

制
約
に
深
く
左
右
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
脱
落
形
は
韻
文
専
用
の
脱
落
形

(
歌
語
的
存
在)
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
す
な
わ

ち 、
通
常
の
口
頭
語
が
韻
文
に
用
い
ら
れ
る
際 、
語
句
の
長
さ
の
調
整
と
い
う

面
で
特
殊
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
特
に 、
「
オ
モ
フ

(
思
こ
を
含
む
形
式
の
場
合 、
脱
落
現
象
の
衰
退
す
る
中
古
以
後
の
文
献
に
お
い

て
も
脱
落
形
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
そ
れ
は
和
歌
に
用
い
ら
れ
た
場

合
に
限
ら
れ
て
お
り 、
散
文
資
料
に
は
現
れ
な
い 。

側a
い
の
り
く
る
か
ざ
ま
と
も
ふ
を
あ
ゃ
な
く
も
か
も
め
さ
へ
だ
に
な
み

と
み
ゆ
ら
ん
(
土
佐・
二
月
五
日)

b
な
げ
き
あ
ま
り
う
き
み
ぞ
い
ま
は
な
つ
か
し
き
き
み
ゆ
ゑ
も
の
を
お

も
ふ
と
も
へ
ば
(
二
条
為
遠
筆
本
金
葉
和
歌
集・
巻
七・
恋
上・
藤
原
秀

道
朝
臣)

さ
て 、
語
句
の
長
さ
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
も 、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
の

伝
達
に
支
障
を
来
し
て
は
な
ら
な
い 。
「
ワ
ガ
イ
へ」
が
「
ワ
ギ
へ」
に
な
っ
た

り 、
「
ア
ガ
オ
モ
フ」
が
「
ア
ガ
モ
フ」
に
な
る
と
い
う
こ
と
は 、
語
形
に
損
傷

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る 。
そ
の
点 、
A
類一
般
の
脱
落
形
の
場
合
は

仰
の
よ
う
に 、
結
合
す
る
部
分
が一
音
節
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
前
項
語
と

住
初

後
項
語
の
両
方
の
語
形
が
損
傷
を
受
け
て
い
る
が 、
B
類
の
場
合
は
側
の
よ
う

に 、
付
属
語
に
前
接
す
る
語
に
損
傷
を
与
え
て
お
ら
ず 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
場

合
も 、
仙
の
よ
う
に
動
調
に
前
接
す
る
部
分
の
語
形
に
損
傷
を
与
え
て
い
な
い 。

側a
ト
コ
(
常)
+
イハ
(
磐)
〉
ト
キ
ハ

b
ア
ラ
(
荒)
+
イ
ソ
(
磯)
〉
ア
リ
ソ

側a
ワ
(
吾)
+
ガ
十
イ
モ
(
妹)
〉
ワ
ギ
モ

b
ユ
ク
(
行)
+
ト
+
イ
フ
(
言)
〉
ユ
ク
チ
フ

ω
a
ア
レ
(
吾)
+
オ
モ
フ
(
思)
〉
ア
レ
モ
フ

b
イ
ロ
(
色)
+
ニ
+
イ
ヅ
(
出)
〉
イ
ロ
ニ
ヅ

こ
の
よ
う
に 、
脱
落
し
て
も
前
半・
後
半
の
ど
ち
ら
か一
方
に
し
か
損
傷
を

与
え
な
い
分

||金穴
際
に
は 、
後
半
部
分
に
し
か
損
傷
を
与
え
な
い
分
||
脱

落
形
と
な
っ
て
も 、
A
類一
般
の
脱
落
形
に
比
べ
て 、
元
の
語
句
の
形
へ
の
復

元
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

さ
ら
に 、
「
モ
フ」
「
ヅ」
の
場
合 、
同
音
衝
突
す
る
語
が
事
実
上
存
在
し
な

い
た
め 、
意
味
の
混
乱
を
生
じ
る
お
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る 。
「
モ
フ」

も
同地

も
ひ

の
場
合 、
活
用
形
「
モ
ハ」
「
モ
ヒ」
と
閉
じ
語
形
の
「
藻」
「
椀」
は
存
在
す

る
が 、
い
ず
れ
も
名
詞
で
あ
り 、
文
脈
上
「
オ
モ
フ」
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る 。
「
ヅ」
の
場
合
も 、
上
代
で
は「
語
頭
に
濁
音
が
く

る
こ
と
は
な
い」
と
い
う
濁
音
配
列
則
が
強
く
働
い
て
い
た
た
め 、
「
イ
ヅ」
か

ら
「
イ」
が
脱
落
し
た
「
ヅ」
と
同
音
の
語
は
存
在
し
な
い 。
し
た
が
っ
て 、

「
モ
フ」
「
ヅ」
か
ら
本
来
の
語
形
「
オ
モ
フ」
「
イ
ヅ」
を
連
想
す
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に 、
語
頭
音
節

が
脱
落
し
て
も
意
味
の
混
乱
が
生
じ
な
い
こ
と
か
ら 、
「
オ
モ
フ・
モ
フ」
「
イ

ヅ・
ヅ」
は
同一
語
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き 、
用
い
ら
れ
る
状
況
に
よ

っ
て
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
「
モ

フ」
「
ヅ」
は
韻
文
用
語
と
し
て
次ぺ
l
ジ
の
図
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ 、
音

数
律
の
調
整
を
計っ
た
と
思
わ
れ
る 。
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。
一

選
択
可
能

ム
一

選
択
に
や
や
制
限
あ
り

×
一

選
択
不
可
能

以
上 、
韻
文
に
だ
け
見
ら
れ
る
脱
落
形
を
中
心
に 、
音
数
律
の
調
整
を
可
能

に
し
た
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た 。
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
動
詞
を
含
む
形
式

お
よ
び
B
類
は 、
そ
れ
ぞ
れ 、
脱
落
形
の
元
の
形
へ
の
復
元
が
可
能
だ
っ
た
た

め 、
脱
落
に
よ
っ
て
音
数
律
の
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
見
な
さ
れ
る 。

そ
れ
に
よ
っ
て 、
韻
文
で
は 、
歌
語
と
い
う
特
殊
な
語
棄
を
用
い
る
の
に
と
ど

ま
ら
ず 、
通
常
の
口
頭
語
も
長
さ
の
面
で
調
整
を
行
い 、
韻
文
の
用
語
と
し
て

用
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

上代日本語における母音脱落

四・
二
[
i

ア
リ]
型
の
文
体
的
制
約

C
類
([
1
ア
リ]
型)
に
つ
い
て
は 、
音
数
律
の
函
だ
け
で
脱
落
形
と
非
脱

落
形
の
対
立
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
そ
れ
は 、
「ニ
ア
リ・
テ
ア
リ」

の
脱
落
形
「
ナ
リ・
タ
リ」
は
韻
文
資
料
に
限
ら
ず 、
散
文
資
料
で
も
見
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る 。
た
だ
し 、
散
文
に
お
け
る
「
ナ
リ・
タ
リ」
の
使
用
度
は
低

く 、
逆
に 、
韻
文
と
り
わ
け『
万
葉
集」
の
短
歌
に
お
い
て
高
い
傾
向
に
あ
る 。

こ
の
こ
と
か
ら 、
脱
落
形
が
韻
文
で
発
達
し 、
口
頭
語
な
い
し
散
文
に
広
が
つ

注
引

た
と
い
う
見
解
も
見
ら
れ
る 。
し
か
し 、
「
ナ
リ・
タ
リ」
を
韻
文
に
お
い
て
発

達
し
た
語
と
み
な
す
前
に 、
文
体
の
違
い
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
語
形
の
使
用

度
に
差
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て 、
も
う
少
し
注
目
す
る
必
要
が
あ
る 。

例
え
ば 、
同
じ
散
文
資
料
で
も
宣
命
に
お
け
る
[
1
ア
リ]
型
の
場
合 、
非

脱
落
形
「ニ
ア
リ・
テ
ア
リ」
の
使
用
が
顕
著
で
あ
る
が 、
脱
落
形
「
ナ
リ・

タ
リ」
も
他
の
散
文
資
料
に
比
べ
る
と
相
対
的
に
多
く
見
ら
れ
る 。
官一
命
は 、

本
来
口
頭
に
よ
っ
て
人
前
で
官一
読
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
口

論
的
か
つ
対
人
的
性
格
を
もっ
た
言
語
で
あ
ろ
う
こ
と
が 、
多
く
の
先
学
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
そ
の
よ
う
な
宣
命
に 、
脱
落
形
と
非
脱
落
形
の
両
方

が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は 、
口
頭

語ーーー
そ
の
正
雅
な
文
体
ーー
に
お
い
て 、

両
方
と
も
許
容
さ
れ
る
語
形
で
あっ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る 。
た
だ
し 、

そ
の一
方
で 、
天
皇一
の
言
葉
を
伝
え
る
と
い
う
文
体
的
特
徴
か
ら 、
格
式
の
あ

る
言
葉
が
選
ば
れ
や
す
く 、
古
い
表
現
形
式
に
な
る
と
い
う
保
守
的
な
面
も
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
た
め 、
「ニ
ア
リ・
テ
ア
リ」
か
ら
発
生
し
た

「
ナ
リ・
タ
リ」
と
い
う
新
し
い
語
形
が
口
頭
語
に
も
広
が
っ
て
い
た
け
れ
ど
も 、

保
守
的
な
宣
命
に
お
い
て
新
し
い
語
形
は
用
い
ら
れ
に
く
い
も
の
で
あ
り 、
非

脱
落
形
の
「ニ
ア
リ・
テ
ア
リ」
の
方
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る 。さ
ら
に 、
韻
文
で
の
[
1
ア
リ]
型
を
見
る
と 、
脱
落
す
る
か
否
か
は
音
数

律
の
調
整
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り 、
音
数
律
の
調
整
の
た
め
に
非
脱
落
形
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
(
例
側
側
参
照) 。
当
時
の
「
ナ
リ・
タ
リ」
が
「ニ
ア

リ・
テ
ア
リ」
と
同
等
な
状
態
||
口
頭
語
の
正
雅
な
文
体
に
お
い
て
も
共
に

許
容
さ
れ
る
語
形

||
で
な
げ
れ
ば 、
句
の
長
さ
に
よ
っ
て 、
選
ば
れ
る
語
形

が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
散
文
に
比
べ
て 、
韻

文
に
[
1
ア
リ]
型
の
脱
落
形
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
の
は 、
脱
落
形
が
非
脱

落
形
と
共
存
し
て
い
る
段
階
に
お
い
て 、
定
数
を
超
え
る
よ
う
な
句
で
は
脱
落

形
を 、
そ
う
で
な
い
場
合
は
非
脱
落
形
を
選
ぶ
と
い
う 、
両
方
の
選
択
の
余
地

が
あっ
た
こ
と
に
よ
る
と
見
な
さ
れ
る 。

五
結

論
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本
稿
で
は 、
上
代
日
本
語
の
母
音
脱
落
現
象
に
つ
い
て
文
体
的
側
面
を
重
視



し 、
特
に
韻
文
に
お
け
る
音
数
制
約
と
母
音
脱
落
形
の
生
起
と
の
関
係
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た 。
考
察
の
内
容
を
ま
と
め
る
と 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。

①
A
類
の
場
合 、
「
オ
モ
フ(
思
こ
な
ど
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式
を
除
く

と 、
脱
落
形
か
非
脱
落
形
か
に一
定
し
て
お
り 、
B
類
C
類
と
は
違っ
て

脱
落
が立回
数
制
約
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い 。

②
韻
文
に
お
け
る
B
類
C
類、
お
よ
び 、
特
定
の
動
詞
を
含
む
形
式
の
母

音
脱
落
は 、
音
数
律
の
調
整
と
密
接
な
関
係
が
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
脱
落

に
よ
っ
て
定
数
句
に
な
る
場
合
に
は
脱
落
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

が 、
脱
落
す
る
と
定
数
を
満
た
さ
な
く
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
脱
落
が
極

力
避
け
ら
れ 、
非
脱
落
形
が
用
い
ら
れ
る 。

③
C
類([
1
ア
リ]
型)
の
場
合 、
口
頭
語
に
お
い
て
既
に
脱
落
形
が
発
達

し 、
非
脱
落
形
と
共
存
状
態
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ 、
宣
命
な
ど
で
は
フ
ォ

ー
マ
ル
な
非
脱
落
形
が
用
い
ら
れ
や
す
く 、
韻
文
で
は
音
数
律
の
調
整
に

合
わ
せ
た
形
が
選
択
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る 。

本
稿
の
考
察
に
よ
り 、
韻
文
に
お
け
る
母
音
脱
落
を 、
散
文
お
よ
び
当
時
の

口
頭
語
に
お
け
る
母
音
脱
落
と
同一
視
し
て
捉
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

し
か
し 、
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る 。
一
つ
は 、
な
ぜ
母
音
脱
落
に
よ
る
音
数

律
の
調
整
が
上
代
に
の
み
盛
ん
に
行
わ
れ 、
平
安
時
代
以
後
衰
退
し
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る 。
も
う一
つ
は 、
A
類
の
よ
う
に 、

音
数
制
約
と
切
り
離
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
脱
落
形
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る 。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は 、
今
後 、
更
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る 。

注

橋
本
進
吉
(
一

九
四
二) 、

山
口
佳
紀

二

九
七

二

な
ど 。

注
2

単
一

形
態
素
内
で
母
音
の
連
続
を
有
す
る
も
の
は
「
カ
イ
(
擢)
」
「
マ
ウ
ク

(
設)
」
「
マ
ウ
ス
(
申
こ

程
度
で
あ
る。

注
3

林
史
典
ご

九
九
二)
一
一

七
頁 、
(
一

九
九
三)
一

八
七
i

一

八
八
頁
参
照 。

注
4

上
代
歌
謡
特
に
和
歌
を
構
成
す
る
基
本
単
位 。

五
音
句
・

七
音
句
を
指
す 。

注
5

毛
利
正
守

二

九
八
八)
(
一

九
九
三)
(
一

九
九
八
a
)
(
一

九
九
八
b)

参

紹… 。

注
6

毛
利

ご

九
九
八
a
)
(
一

九
九
八
b)

で
は 、

万
葉
と
宣
命
で
の
「
ナ
リ」

「
タ
リ

」
「
ザ
リ」
「
カ
リ」
の
在
り
ょ
う
を
通
し
て 、

韻
文
と
散
文
と
を
連
続
し

た
も
の
と
捉
え
る
観
点
か
ら 、
「
散
文
に
お
い
て
も
結
合
度
の
高
い
低
い
は
あ
っ

た
と
言
っ
て
よ
く 、

字
余
り
の
状
態
即
ち
こ
れ
を
言
い
換
え
た
結
合
度
の
高
い

状
態
と 、

非
字
余
り
の
状
態
こ
れ
を
言
い
換
え
た
結
合
度
の
低
い
状
態
と
を
想

定
す
る
こ
と
」

が
で
き
る
と
指
摘
す
る。

し
か
し 、

本
稿
で
は 、

後
述
す
る
よ

う
に、
「
ナ
リ」
「
ニ
ア
リ」

は
共
に
口
頭
語
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
ど
ち

ら
も
選
択
可
能
な
関
係 、

同
時
に
ま
た 、

文
体
的
な
作
用
を
も
反
映
し
得
る
関

係
で
あ
っ
た
と
考
え
る。

注
7

用
例
の
収
集
は
「
臼
本
古
典
文
学
大
系」
(
岩
波
書
庖)

を
利
用 、

原
則
と
し

&
か
ず
あ
ら

て
読
み
替
え
の
で
き
な
い
音
仮
名
表
記
に
限
定
す
る。

な
お、
「
不レ
鳴
安
良
奈

〈
に

む
ζ
の
う
ら
の

ふ
ぜ
の
う
み
に

久
忽」
は
対
象
と
す
る
が 、
「
武
庫
能
浦
乃」
「
布
勢
乃
海
忽」

な
ど
は
「
浦
(
ウ

ラ
こ

や
「
海
(
ウ
ミ

こ

の
語
頭
母
音
音
節
の
脱
落
の
判
断
が
困
難
な
た
め 、

対
象
外
と
す
る。

注
8

②
の
場
合 、
「
ア
リ」

の
実
質
的
意
味
が
薄
れ 、
「
ク
ア
リ
〉
カ
リ

」

が
一

つ

の
活
用
形
を
な
し
て
い
く

様
相
が
「
ニ
ア
リ
V
ナ
リ」

な
ど
と
類
似
し
て
い
る

の
で 、

C
類
と
し
て
ま
と
め
て
考
え
る。

な
お、

前
接
す
る
部
分
が
形
容
詞
連

用
形
以
外
の
自
立
語
の
場
合
(
例
え
ば 、
「
命
ア
ラ
パ
」

な
ど)

は
A
類
に
入
れ

て
考
え
る。

注
9

固
有
名
詞
は 、

筆
録
当
時
既
に
そ
の
命
名
由
来
が
不
明
に
な
っ
て
い
て
語
源

の
窓
意
的
推
定
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め 、

本
考
察
の
対
象
か
ら

除
外
し
て
い
る。

注
m

従
来
の
研
究
で
は
次
の
よ
う
な
例
も

脱
落
形
と
し
て
挙
げ
て
い
る。
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上代日本語における録音脱落

a

天
皇
遂
作二
殊
俊
一
殊
傷、

古
訓

之
立
出
憾
。

立
出、

此
云

陀
豆
豆
。

傷
状
者
乍レ

起
乍レ
居
而
侮
之
(
紀
・

顕
宗)

b
鳥
往
来
羽
田
之
汝
妹
者 、
羽
狭
丹
葬
立
往汝妹 、
此云
慌週毛一(
紀・
履
中)

し
か
し 、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
疑
問
や
異
説
が
存
在
す
る。
a
の
「
タ
ツ
ヅ」

は
単
純
な
母
音
脱
落
と
は一言
え
な
い 。
一
般
的
な
脱
落
の
仕
方
か
ら
す
る
と 、

「
立
出」
は
「
タ
チ
イ
ヅ
V
タ
チ
ヅ」
の
過
程
が
予
想
さ
れ
る。
「
陀
豆
」々
と

い
う
注
は
「
タ
ツ
ツ
の
語
源
を
「
立
出」
に
求
め
た一
種
の
語
源
解
釈」
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り(「
時
代
別
国
語
大
辞
典上代編』
「
た
つ
つ
ま
ひ」
項 、
三
省

堂) 、
仮
に、
「
立
出」
の
脱
落
形
で
あ
る
と
し
て
も
固
有
名
詞
に
近い
舞
の
名

称
に
起
き
た
特
殊
な
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
b
の
「
ナニ
モ」
に
つ
い

て
も
子
音の
挿
入
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
否
定
で
き
な
い 。
す
な
わ
ち 、
「
傑

遡
毛(
汝
妹)」
は「
汝
+
の
+
妹」
の
脱
落
形
と
み
な
さ
れ
て
き
た 。
し
か
し 、

山
口
佳
紀
二
九
七
四)
で
は 、
「
ナ(
汝)
を
含
む
複
合
語
は 、
ナ
セ(
汝
夫)・

ナ
ネ
(
汝
姉)・
ナ
オ
ト

(
汝
弟)・
ナ
ビ
ト

(
汝
人)
な
ど 、
ノ
を
介
し
な
い

の
が
通
例
で
あ
る。
従っ
て 、
ナ
イ
モ
に
子
音n
の
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
の
が
優っ
て
い
る」
と
指
摘
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
に、
A
類
B
類
に
おい

て
脱
落
形
と
し
て
確
定
で
き
る
例
は
な
く 、

仮
に
認
め
る
と
し
て
も
上
記
に
挙

げ
た
て
二
例
に
過
ぎ
な
い 。

注
目
こ
れ
ら
は
「
断
定・
存
在」
の
窓
を
表
し 、
連
体
形
に
接
続
す
る。
一
方 、

問
C
類
b
に
見
ら
れ
る
「
ナ
リ」
は
終
止
形
接
続
で 、
そ
の
語
性
につ
い
て
は

一
般
に
「
伝
聞・
推
定」
の
意
を
表
す
と
す
る
見
解が
多い 。
終
止
形
接
続の

「
ナ
リ」
は
脱
落
す
る
前
の
形
が
現
れ
な
い
こ
と
か
ら 、
文
献
収
録
当
時
既
に一

語
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
るの
で 、
母
音
脱
落
の
例か
ら
は
除
外
す
る。

注
ロ
一
般
に
後
援
語
が
訓
字
表
記の
場
合
は
語
頭
母
音
音
節の
脱
落の
有
無
が
明

ら
か
で
な
い
た
め 、
考
察
の
対
象
に
で
き
な
い 。
し
か
し 、

[
1

ア
リ]

型
の
場

合
は 、
付
属
語
の
末
尾
母
音の
脱
落
す
る
形
に
限
ら
れ
て
お
り 、
「ニ
ア
リ
V
ニ

リ」「
テ
ア
リ
V
テ
リ」
の
よ
う
な
脱
落
形
は
存
在
し
な
い 。
し
た
が
っ
て 、
「
ア

リ」
を
訓
で
表
記
し
た
例
を「ニ
ア
リ」
「
テ
ア
リ」
の
用
例
に
含
め
て
も
差
し

支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る。

注
目
「
イフ
(
言)」
「
ウ
ウ(
飢
こ
も
こ
れ
ら
の
動
詞
に
属
す
る。
た
だ
し 、
「
ウ

ウ
(
飢
ご
の
場
合
は
非
脱
落
形
が
奈
良
時
代
の
文
献
に
見
え
ず 、
「ヱ
が
さ
き

に
あっ
て 、
の
ち
に
語
頭
に
母
音
音
節を
発
達
さ
せ
た」
可
能
性
を
指
摘
す
る

見
解(
屋
名
池
誠一
九
九
二 、
十三
頁)
も
あ
る
が 、
『
万
葉
集」
に「
ウ
ウ(
飢
こ

う
ゑ
こ
ご
ゆ
ら
む

が
句
頭
に
用い
ら
れ
た
例
「飢
索、
良
牟
(
万
⑤
八
九
二
こ
が
見
ら
れ
るこ
と 、

音
声
的
に
見
て
同
じ
条
件
に
あ
る
「
ウ
ウ
(
植
う)」
が
常
に
脱
落
せ
ず 、
「
ウ

ウ(
飢
ご
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、

本
稿
で
は
脱
落
形
と
し
て
認
め
る
立

場
をと
る。

注
は
C
類
には 、
「
オ
モ
フ」
な
ど
を
含
む
形
式
は
存
在
し
な
い 。

注
目
仰
の
他
に
は 、
「五口
は
夜
恵
(
飢)
ぬ
(
記
十
四
こ
が
含
め
ら
れ
そ
う
で
あ

る
が 、
山
口
佳
紀
二
九
九
八)
で
は 、
「
ワ
レ
ハ
ヤ
ヱ
ヌ」
の「
ヤ」
は
従
来 、

助
詞
と
み
な
さ
れ
で
き
た
り
れ
ど
も 、
「
ヤ」
は
助
詞
で
は
な
く 、

副
詞「
イ
ヤ」

の
語
頭
母
音
が
脱
落
し
た
形「
ヤ
(い
よ
い
よ
の
意
こ
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば 、
B
類
で
は
な
く 、
A
類の
用
例と

し
て
挙
げ
るこ
と
が
で
き
る。

注
日山
『
万
葉
集』
に
お
け
る
「
長
歌」
と
区
別
す
る
た
め
の
名
称
で
あ
る。

注
げ
次
例
は
定
数
未
満
句
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が 、
本
稿
で
は
定
数
句
と
見
る。

:・
伏
し
て
額
づ
き
か
か
ら
ず
も
可
賀
利
毛
[
如
此
り
も]
神の
ま
にま

に
と:
(
万
長
⑤
九
O
四)

こ
の
例
は
意
味
上
の
切
れ
目と
句
の
境
界
(
音
数
律
上
の
切
れ
目)
に
ズ
レ
が

生
じ
た
例
で 、
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
によっ
て
解
釈
の
変
わ
る
余
地
が
あ
る。

先
行
研
究の
よ
う
に
意
味
の
面
を
重
視
す
る
立
場
を
取
れ
ば 、「
神の
ま
に
ま
に

と
(
神
の
意
志
の
ま
ま
に)」
「
カ
カ
リ
モ」
を
そ
れ
ぞ
れ
別の
句
と
み
な
す
こ

と
に
な
る。
し
か
し 、
音
数
律
の
面
か
ら
す
る
と 、
「
カ
カ
リ
モ
カ
ミ
ノ」
を一

つ
の
句
と
み
な
し
た
方
が
五・
七
音
を
基
本
音
調
と
す
る
長
軟
に
適
し
て
お
り 、

定
数
句
と
み
な
す
こ
と
に
不
都
合
は
な
い 。

注
目
古
典
文
学
大
系『
万
葉
集』
(
岩
波
書
庖)
で
は「
安
我
馬」
を「
ア
ガ
引吋」

と
訓
じ
て
い
る
が 、
同
じ
く
西
本
願
寺
本
万
葉
集
を
底
本
と
す
る「補訂版
万
葉

集本文篇」
(
塙
書
房)
や 、
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集『
万
葉
集』
(
小
学
館)
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で
は
「
ア
ガ
マ」
と
訓
じ
て
い
る。
「
ア
ガ
ウ
7
(五口
が
馬)
〉
ア
ガ
マ」
と
い

う
脱
落
は 、
「
ミ
ウ
マ
(
御
馬)
V
ミ
マ」
「
タ
ツ
ノ
ウ
マ
(
竜の
馬)
〉
タ
ツ

ノ
マ」
な
ど
の
例
か
ら
考
え
て
も
不
自
然
な
形
で
は
な
い
の
で 、
本
稿
で
は
脱

落
形
と
み
な
し
て
考
察
し
て
い
る。

注
ω
歌謡聞
に
関
す
る
研
究
は 、
通
常
語
と
の
対
立
と
い
う
面
か
ら
の
考
察 、
特
殊

な
複
合
語
の
存
在
と
い
う
面
か
ら
の
考
察 、
漢
語
の
翻
読
翻
訳
と
い
う
面
か
ら

の
検
討 、
の
三
つ
の
観
点
が
あ
る
(
山
口
佳
紀
ご
九
九
三)
四
九
1

五
O
頁

参
照) 。

注
初
「
オ
モ
フ」
な
ど
の
動
詞
を
含
む
形
式
以
外
で
後
援
語
の
語
頭
母
音
音
節
が
脱

落
し
た
もの
は
「
ミ
マ
(
御
馬)」
「コ
マ
(
子
馬)」
「コ
ム
(
子
生)」
「
ヌ
キ

ツ
(
脱
棄
ご
に
限
ら
れ
る。

注
れ
春
日
和
男
二
九
六
八)
二
三
九
頁
参
照 。

【
参
考
文
献】

春
日
和
男
(一
九
六
八)
『
存
在
詞
に
関
す
る
研
究』
風
間
書
房

木
下
正
俊
二
九
五
八)
「
準
不
足
音
句
考」
『
議
葉』
二
六

小
松
英
雄
二
九
七
五)
「
音
便
機
能
考」
『
国
語
学」
一
O一

阪
倉
篤
義
ご
九
六
六)
『
語
構
成
の
研
究』
角
川
書
庖

佐
藤
栄
作
二
九
八
三)
「
万
葉
集
の
字
余
り 、
非
字
余
り
11形式面 、
リズム
而か
ら

のアプロ
ーチ
||」

『
国
語
学』
二二
五

橋
本
進
吉
ご
九
四
二)
「
国
語
の
音
節
構
造
と
母
音の
特
性」
「
国
語
と
国
文
学』

一
九l二

浜
田
敦
二
九
五
O)
「
古
代
国
語
に
於
け
る
挿
入
的
子
音」『
人
文
研
究』(
大
阪

市
立
大
学
文
学
部)
了
七

林
史胤(
(一
九
九
二)
「「ハ
行
転
呼
音」
は
何
故「
平
安
時
代」
に
起こ
っ
た
か」

『
国
語
と
国
文
学』
六
九
二
一

二
九
九
三)
「
古
代
語
の
音
韻・
音
韻
史」
『
日

本
語
要
説』
(
工
藤
浩・

小
林
賢
次
他 、
ひ
つ
じ
書
房)

毛
利
正
守
二
九
七
九)
「
潟
葉
集
に
お
け
る
単
語
連
続
と
単
語
結
合
体」
『
高
菜』

一
O
O

二
九
八
八)
「
上
代
日

本
語
の
音
韻
変
化
||母音を中心に
||」『

国
語

国
文』
五
七l
四

二
九
九
ご
「
上
代
語
に
お
け
る
母
音
変
化の
様
相
|

号
、
午
助

詞
||」「

人
文
研
究』(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部)
四一一一
一

。

二
九
九
三)
「
前向
葉
集
の
「(
音
韻
的)
音
節」
と
唱
詠
の
あ
り
方
を
め

ぐっ
て」
「
国
語
学」
一
七
四

こ
九
九
八a)
「
古
代
日
本
語
の
音
節
構
造
の
把
握
に
向
け
て」
『
寓
葉

集
の
世
界
と
そ
の
展
開』
(
佐
藤
武
義
編 、
白
帝
社)

二
九
九
八
b)
「
古
代
日

本
語
に
於
り
る
字
余
り・

脱
落
を
論
じ
て
音
節

構
造
に
及
ぶ
||

高葉(和歌)
と宣命を通して||」

「
国
語

と
国
文
学』
七
五，
五

屋
名
池
誠
二
九
九
二)
「
母
音
脱
落
||日

本語上
代中央方言資料による形
態音韻論

的分析
||」

「
女
子
大
文
学』
(
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
科

紀
要)
四
三

山
口
佳
紀
二
九
七
二
「
古
代
日
本
語
に
お
り
る
母
音
脱
落の
現
象
に
つ
い
て」

『
国
語
学』
八
五

(一
九
七
四)
「
古
代
日
本
語
に
お
り
る
語
頭
子
音の
脱
落」
『
国
語
学』

九
八

二
九
八
五)
『
古
代
日

本
語
文
法
の
成
立
の
研
究」
有
精
堂

(一
九
九
三)
『
古
代
日

本
文
体
史
論
考』
有
精
堂

こ
九
九
八)
「「
古
事
記』
歌
謡
に
お
り
る
稀
用
語
の
処
理」
『
論
集
上
代

文
学』
(
万
葉
七
曜
会
編 、
笠
間
替
院)
二

||
筑
波
大
学
大
学
院
生

||

(
平
成
十
年
三
月
十
六
日
受
理)

(
平
成
十
年
十
二
月二
十一
日
改
稿
受
理)
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